
「１００年に一度」といわれる未だ曾てな

い世界的「経済的危機」と、対テロ戦争の完

全な行き詰まり。アメリカではオバマ大統領

の諸施策がスタートし経済、外交分野でのブッ

シュ路線からの大きな転換を図っていますが、

未だ先行きは全く見えていません。

日本では、不況の大波をまともにかぶって

生活に喘ぐ労働者・中小業者たち。沸騰しつつ

ある国民の怒り。この未曾有の経済的・社会的困難の中で、政界は、麻生内

閣が最低の支持率に低迷し、他方、民主小沢等の政治資金問題で大きく揺れ、

求心力を失っています。

総選挙は何時になるのか、まだ分からない状態です。しかし、こうした状

況の中で行われる総選挙とその結果が、今までの総選挙以上に、私たちの毎

日の生活に、これからの社会のあり方に、多大な影響を与えるものとなるこ

とだけは確かです。

そこに示される国民意識の動向、各政治勢力の国会での勢力分布と力関係、

そして、アメリカの動向、支配層の意向、等々。これら全体を正確に分析し、

私たちが立っている状況をきちんと把握したいものです。

そうした状況の中で、私たちはどのように日本国憲法を守り、活かす

運動を展開すべきか、その方向性をしっかりと定めて積極的に打って

出たいものです。

混迷する社会状況にあって、はっきりとした道筋をいつも

指し示してくださる渡辺先生に、じっくりとお話しを

伺うシンポジウムを企画しました。

ごぞってご参加下さい。

記念講演

現在の政治・経済状況と憲法の役割

渡辺 治 一橋大学教授

13：00～15：15１

第48回定時総会議事

第５回相磯まつ江記念

法と民主主義賞授賞式

２ 15：30～17：00

３ 17：00～18：00

懇親会 【会費 ５,０００円】 ８階スイセン４ 18：10～20：00

①開会の挨拶

②理事長挨拶 ⑦人事

③活動報告 ⑧質疑応答

④各委員会からの報告 ⑨来賓からの連帯の挨拶

⑤今後の方針 ⑩総会議事・総会宣言の採択

⑥会計報告 ⑪新理事長挨拶

⑫閉会の挨拶

５回目の「法民賞」選考委員は、広渡清吾専修大学教授、小笠

原彩子弁護士、鈴木正道司法書士、そして全司法ＯＢの奥田正氏、

委員長は北野弘久日大名誉教授です。

「法と民主主義」２００８年４月号～２００９年２／３月号

（No.427～No.436）に掲載された論稿を対象に、現在、選考作業

が進められています。

今回はどなたが、どの作品が選ばれるのでしょうか！

◆選考経過の報告

◆賞状授与

◆受賞者あいさつ

◆相磯まつ江先生から



ご案内

日時■ ７月４日（土）午後１時～６時（終了後懇親会）
会場■ 東京・四谷 主婦会館プラザエフ ９階スズラン

◆総会記念講演

現在の政治・経済状況と憲法の役割

渡辺 治 一橋大学教授

◆第４８回定時総会

◆第５回相磯まつ江記念・法民賞授賞式

日 本 民 主 法 律 家 協 会
〒160-0022
東京都新宿区新宿1-14-4ＡＭビル2･3階

TEL 03-5367-5430 FAX 03-5367-5431

URL http://www.jdla.jp/ Email：info@jdla.jp

日本民主法律家協会 第48回定時総会

会場案内

※ご出欠の有無について、同封のＦＡＸ用紙にて6月25日までに

本部事務局へ御連絡ください。

※懇親会参加をキャンセルされる場合は、6月末日までに御連絡

ください。

※会員の方は、6月下旬にお送りします総会議案書をご持参くだ

さい。


